宁波大学2020年硕士研究生招生考试初试试题(B卷)
 (答案必须写在考点提供的答题纸上)
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Ⅰ．文字·語彙(25点)
一.次の文の下線部の漢字の読み方を平仮名で書きなさい。(0.5点×10＝5点)
1.原理とか原則とかに①盲目的に②固執していては、③多様化と④変動に⑤対処していけないのである。
2.父は⑥扇子を⑦片手に⑧握りしめたまま、反対の手で時々胸のポケットからハンカチーフを取り出して⑨額の汗を⑩押さえていた。
二.次の文の下線部の平仮名を漢字で書きなさい。(0.5×10＝5点)
戦争をする相手の国が増えて、①しっそや②けんやくの生活を政府がすすめるのと③みあうように近郊に出かける人の④かずも⑤しだいに増えている。現にこの車輌の⑥あみだなの⑦にもつも半ばは大きいリュックサックで占められていた。⑧つうろも⑨ふさがってお互いに⑩せんめんじょうへ立つこともできない。
三.次の文の（　）に入れるのに最も正しいものをA·B·C·Dから選びなさい(１×15＝15点)
１．陶芸家三浦圭司さんの個展が19日、岩国市周東町上久原（　　　）で始まった。
　　A　スピーチ　　Bスペース　　　C　ギャラリー　  Dピンチ
2．苦難に立ち向かう時、人生の熟練者＝（　　）の言葉に耳を傾けてみませんか。
　 A  プロ　　　　B　スーパー　　　C　エリート　　　D　ベテラン
3．「私たちのくらしとエネルギー」をテーマに、作文の（　　　）はみなさんが自由に決めてください。
　A 　コラム　　　B　タイトル　　　C　センテンス　　D　レイアウト
4．東京で（　　　）働く独身の人たちに、「プロポーズのイメージ」を聞いてみた。
　A　きびきび　　B　ばりばり　　　Cはきはき　　　D　ばたばた
5．熊が（　　　　）と穴から出てきた。
　　A　こっそり　　B　じっくり　　C　のっそり　D　ゆったり
6．後悔してしまうかもしれませんが、（　　）後悔していても仕方ありません。
A　なおさら　　B　むしろ　C　もっとも　　D　いまさら　
7．雷にあって、命（　　　）山小屋に着いた。
　　A　からから　　B　からがら　　C　びしょびしょ　D　がらがら
8．雑談に（　　　）いて客が来たのに気付かない。
A　入って　　　B　夢中　　　Cふけって　　D　ふけて
9．さっそくご返事を差し上げるべきところ、なにかと雑事に（　　）、申し訳ございませんでした。
　　A　駆られ　　　B　追われ　　　C　焦られ　　　D　さらされ
10．大震災が　もう一年も経ちましたが、瓦礫の処理が（　　　）に進まない。
A　いっぽう　　B　いったい　　C　いっこう　　D　さぞかし　
11．あいつは（　　　）かんしゃくを起こすから、相手にしないほうがいいよ。
　　A　なぜかというと    B　 なんとなく    C　 なにもかも    D なにかというと
12. これは (      )人に調子を合わせて言ったのではなく、僕の本音なのだ｡
    A　ましても      B なにも      C よくも      D どうも
13．一見(      )植物に見えますが､ 実は猛毒を持った危険な植物です｡
    A　とんでもない    B　 何の変哲もない    C　 途方もない   D なにもない
14．上司は時間にとても厳しい人です｡一分でも (      )ものなら、ひどく叱られる。
    A 遅刻する    　B 遅刻しない    C 遅刻しよう    D 遅刻できる
15．彼女と喧嘩するたびに、結局、僕が謝まる（　　　　　）。
　　A　羽目になる　　B　散り散り　C　いたる　D　かぎりだ
Ⅱ文法（25点）
一、次の文の（　）に入れるのに最も正しいものをA·B·C·Dから選びなさい(１×20＝20点)
1．嫌なら最初からはっきり言えばよかった(      )､今さら後悔してもしかたがないよ｡
    A　ものの      B　 ものを      C　 ものは      D ものが
2．学生が卒業して､良い仕事に付けたら､先生(      )嬉しいに決まっている｡
    A　とて        B とも        C とは        D とか
3．あの人は大学の学長(      )若すぎると思う｡
    A　にしても    B　 にとっては    C　 においては    D にしては
4．政治家(      )者は、自分の発言に責任を持つべきだ。
    A　する      　B とる      C　 なる      D みる
5．｢巧妇难为无米之炊｣は､日本語の｢無い袖は振れない｣に当たる。つまり､いくら器用な嫁でも、米なしではご飯を(      )。
    　A　作れるに作らない        B　作るに作らない   
C 作るに作れない          D　 作れるに作れない
6．(      )あんな男と結婚するとは，とうてい考えられません｡
    　A  よりによって   B ことによって   C ものによって   D ところによって
7．彼女は　寝る時間（　　）　惜しんで、研究に没頭ている。
　　A　のみ　　　    B　だけ　　     C　すら　　　    Dゆえ
8．彼はアメリカ人だが、日本語は（　　）、日本の伝統・文化そして国民性に至るまで精通している。
　　A　もはや　　　  B　もとより　　 C　あくまでも　　D　おろか
9．電車で老人が立っているのに誰も席を譲らない。私は見るに（　　）、座っている若者を立たせた。 
　　A．見えずに　B．見かねて　C．見ないで　D．見ていて 
10．三浦さんは講演活動を行う（  　）、多数の著書を執筆し、世界的にその名を知られている。
　　A ながら　　　  Bとして　　　  Cかたわら　　  Dだけでも
11．弟の場合勉強していると（　）、ただ机の前に座っているだけだ。
    A　とともに　　  B　ともなって　　C　としても　　  Dといっても
12．戦前の日本は天皇制を批判した（　　）監獄にぶち込まれたものだ。
　  A　だけでも　　　B　けれども　　　C　のに　　　  Dところで
13．彼女の部屋に行ったんだけど、全然掃除していないみたいで(　　　　)有様だった。
　　　A 　目が当てられない　　B　耳が当てられぬ
　　　C　目に当てられない　　D　目も当てられない
14．不安と諦めの気持ちを抑えながら、車を（　）走らせた。
  A　ひた走るに　　 B　ただ走りに　　 C　ひた歩きに　　 Dひた走りに
15．成熟とは、子供のとき遊戯の際に示したあの真剣 （　　）をふたたび見出したことである。
　　　Aぶり       Bげ          C　み         D　さま
16. わざとやったのではない（　　）、道を歩いていて自動車に泥水をひっかけられて腹が立った。
　  A　にせよ　　B　にして　　C　にすると　　D　にさせて
17.「戦時中はご飯（　　　） さつまいもを食べた」という話を母から聞いたことがある。
    A　のかわりに      B　に変えて      C　 に代わって   D　どころか
18.　ベルがなるや否や、生徒たちは（　　　）。  
A　一斉に教室を飛び出した　　    B　 一人また一人と帰っていった
 　 　C　熱心に勉強している　　　　　  D　 勉強から解放されている
19．　実際に住んでみて肌で感じることなしには、その国の文化は理解（　）。  
A　できるだろう　　　       B　 できるかもしれない
C　できないだろう 　　　    D　 できなければならない
20．「はい、がんばります！」と口では（　　　　）、なかなか実行できないのが現実だ。  
A 　言わずに     B　 言いながらに     C　言うまでもなく     D　言いながらも
二.　次の古文を現代日本語に訳しなさい。(5点)
いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひける中に、いとやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり。
Ⅲ　読解50点　
次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。答えは、1・2・3・4から最も適当なものを一つ選びなさい。
（文章一）(2.5×8＝20点)
人生はたえざる選択の連続である――これはおそらく文句のつけようがない定義だ。「我、思う。故に我あり」を実生活に置き換えると、「我、選択する。故に我あり」ということだろう。(中略）
現代がことさらあらたまって選択の時代と騒がれるのは、ニュー・メディアなどの導入により生活の表面的選択肢が増えたからではない。経済神話と神妙な精神主義に無抵抗であったこれまでの「会社人間」たちの世代が、だらしなくも、自ら選択を下すことを忘れていたからだ。狼は選択するが、ヒツジの群れは、選択しない。いったん群れの一員として馴致されると、これはこれで気楽の境遇といっていい。羊飼いに管理され、番犬に導かれるままに動いていれば、生命の危険はない。飢えることもない。でも、ヒツジにだって多少の自尊心はある。本当は完璧に管理され、判断を放棄し、選択の勇気も持っていないのに、①そうではない、と思いたい。となると、自らを暗示にかけるか、いわば「疑似選択」を行うことによって、かろうじての自己の存在証明を求める以外ない。暗示は、組織と自らを一体化しようという心の動きである。疑似選択はいくらでもできる。「右に曲がれ」という番犬の命令に逆らうふりをしてちょっと左へ走ってみるのがそれだ。他の仲間より少し早く（あるいは遅く）走る自由がそれだ。あてがわれた餌のうち、これを食べ、あれは食べない、という選択もそれだ。しかし、実際にはこんな自由や選択にはたいした意味がない。あくまで主人が許容した範囲内での自由であり、選択であるのだから。
　人生は選択である、といったが、本当をいうと実生活において私たちに多く場合、この種の選択をさもおおげさにしているに過ぎない。②選択ごっこ、といっていい。
　たとえば、どの学校にへるか、どこへ就職するか――。ごっこの中でもこの辺は案外深刻な選択だが、もともと進学、就職というだれが決めたか分からない人生コースをそのまま受け入れ、そのコース内での選択であるから、どうころんでもたいした違いはない（どうころんでも自己を見失わぬ、と言うだけ強固な自己を持っていれば、の話であるが）。また、休日に山へ行くか海へ行くか、あの馬に賭けるか、トヨタを買うかニッサンを買うか――この類の大小無数の選択に直面しながら私たちは日々を生きているわけだが、結局のところはこれらはみんな(　③　）。選択を楽しむ、という程度の意味しかあるまい。今、ふりかえって、「選択を誤ったとき」の切実な思い出がひとつも浮かんでこないのは、私自身も「人間の条件」を忘れた④ヒツジの群れの一員として、時にぶつくさ文句をいいながらも結局は太平楽にこの世を生きてきたからにほかなるまい。
（　⑤　）、人生は選択の連続である、という当初の定義もあやしくなってきた。むしろ、選択ごっこの連続ごあるといい直すべきか。⑥やはりそうは思わない。たとえ、それが日常生活の中の小さな選択でも、それが何らかの形で自らめざす人生の実現にかかわってくる類の選択であれば、そのひとつが真剣勝負と思いたい。少なくとも自己との対話においては、それだけ気を張って毎日を生きたい。個々の選択はゆるがせにできぬが、その当否はすぐ朗かにはならない、日々の小さな選択の集積の収支決算がいつか徐々に表面化しはじめ、棺に入る直前になって人は「オレは然るべく生きた」あるいは「どうやらオレは選択を誤った」と初めて口にできるのではあるまいか、だから、まあ、⑦とりあえずは小さなことでくよくよするな、ということにもなるのだが――。
問1　①「そうではない、と思いたい」とあるが、どう思いたいのか。
1自分で判断できると思いたい
2選択肢が増えたと思いたい
3生命の危険がないと思いたい
4飢えることがないと思い
問2　②「選択ごっこ、といっていい」とあるが、それはどうしてか。
1実生活ではどう選択するかの判断を放棄しているから
2実生活ではどう選択してもたいした違いはないから
3実生活ではどう選択するかを楽しんでいるから
4実生活ではどう選択してもけっして誤らないから
問3　（③）にはどんな文を入れるのが適当か。
1誰かが選択してくれるものだ
2選択しなくてもいいものだ
3非常に重要な選択なのだ
4どうでもいい選択なのだ
問4　④「ヒツジの群れの一員」とあるが、これはどういうことか。
1多少の自尊心はあるということ
2今までは選択をしてこなかったということ
3生命の危険もなく、飢えることもないこと
4管理され、判断を放棄しているということ
問5　（⑤）に入れる言葉を次の中から選びなさい。
1となると  2となっても  3とみると  4といえば
問6　⑥「やはりそうは思わない」とあるが、どう思わないのか。
1人生は選択の連続であるとは思わない。
2人生の選択を誤ったとは思わない。
3人生は選択ごっこの連続であるとは思わない。
4人生は無数の選択に直面することだとは思わない。
問７　⑦「とりあえずは小さなことでくよくよするな」とあるが、筆者はなぜこのように思うのか。
1選択の結果は死ぬ直面までわからないのだから。
2選択を間違えても、結果は同じだから。
3選択はあくまで許容された範囲内での選択なのだから。
4選択は本来遊びのようなものだから。
問8　筆者は日々の選択についてどのように考えているか。
1重要ではないし、間違えてもたいした問題にはならない遊びのようなものである。
2決定的ではないかもしれないが、それらが集まって人生を形づくるのだから、真剣に行うべきだ。
3選択の一つ一つが人生を左右する非常に重要なものだから、人と相談して慎重に行うべきだ。
4ある範囲内での選択なのだから、自分で選択しているように思っても、実はそれは誰かに管理されているものだ。 
（文章二）(3×5＝15点)
どこの家でもそうだと思うが、母親というのはやけに物持ちがよくて、ときどきあっと驚かされることがある。二十年も前のカーデイガンを今でも着ていたり、三十年も前に使っていたカーテンを未だに押入の奥にしまっていたり・・・・・・中でも自分の子供に関係する類のものは､今や何の役にもたたないと分かっていながら、後生大事にとってある。
むろん、⑨親も例外ではない。つい先日も、押し入れの奥から⑩驚くべきものを出してきて、ぼくをあっと言わせた。そのときぼくは母親と差し向かいで、お茶を飲みながら昔の話しに花を咲かせていた。大学時代のぼくが、⑪海のものとも山のものともつかないのに。いつもシコシコ原稿を書いていたという話題になったとき、母親は急に何か思いついたような顔をして、「そういえばあなたの・・・あれは何、カードみたいなものが一杯あるけど」てなことを言った。何のカードなのかぼく自身にも全然わからなかったので、ちょっと見せてくれと頼んだところ、押入れの奥からに風呂敷に包んだ五百枚近いカードを出してきたのである。
　一目見て、ぼくはそれが何であるのかを思い出し、声を上げそうなほど驚いた。それはぼくが十九歳から二十歳にかけての約一年半、勉強のつもりで記していた日記のようなカードである。俗に「京大式カード」と呼ばれるもので、裏は真っ白、表には何本かの罫線読書カードが引いてあるだけのシンプルなカードである。当時のぼくはこれを使って、まず個人的な読書カードを作り始めた。短篇小説を一篇読んでは、一枚の京大式カードに読後感を記していたのである。半年もしない内にカードはかなりの枚数になり、段段面白くなってきたので、今度は自分なりの小説論とか、自分の書いている小説の欠点、あるいは徒然に思うことなどをここに記すようになった。
　十数年を経た今、このカードを改めて読んでみると、その勤勉さ、⑫その暗い情熱には頭の下がるものがある。二十歳のぼくが本当に心から、何が何でも小説家になりたいと願っていたことが、よく分かる。（中略）
　ぼくは､⑬二十歳の原点に還るべく、再び京大式カードをつけてみようかと考えている。
　
問9　⑨｢ぼくの母親も例外ではない｣とはここではどのようなことか。
1ぼくの母も物持ちがよいこと
2ぼくの母親も押入れの奥から驚くべきものを出してくること
3ぼくの母親もよく人を驚かすということ
4ぼくの母親もよく昔の話しに花を咲かせること
問10　⑩驚くべきものを出してきて｣とあるが､それは何のことか。
1筆者の書いた原稿
2筆者の書いたカード
3筆者の書いた日記帳
4筆者の書いた小説
問11　⑪｢海外のものとも山のものともつかない｣とはここではどのようなことか。
1筆者が､小説家になるかどうかわからないということ
2筆者が､休みなのにどこにも遊びに行かないと言うこと
3その原稿が､売れるかどうかもわからないということ
4筆者が､小説家になる才能があまりないこと
問12　⑫｢その暗い情熱｣とあるが､何に対する情熱か。
1読書カードを作ることに対する情熱
2小説を読むことに対する情熱
3まじめに勉強することに対する情熱
4小説家になることに対する情熱
問13　⑬｢二十歳の原点に還る｣とはここではどういうことか。
1京大式カードに､小説の読後感を書くこと
2小説をたくさん書くこと
3目的に向かって勤勉に情熱を注ぐこと
4若さを失わないように努力すること
（文章三）(3×5＝15点)
　｢昨夜､悪魔がやってきました｣と､患者は医者にいった。｢癌で死にかけているわたしに、地獄へ落ちてもいいのなら、もっと生き続けさせてやるという取引を申し出たのです。もちろん、わたしは喜んでこの⑭申し出を受けましたよ。わたしはまだ生き続けなきゃならなんのです。仕事がありますのでね｣そこは癌研究所の患者病棟の一室だった。
　医者は、この患者の言葉に、あまり驚かなかった。死期の追った患者の妄想だろうと判断したのである。何しろこの患者は、ただ胃癌であるというだけではなくその癌が食道や肝臓へも移っていて、⑮死ぬのは時間の問題だと思われていたからである。
　ところがそれから一ヶ月が経ち、二ヶ月経っても、患者は死ななかった。それどころではない。入院当初は半死半生だったこの患者はますます血色がよくなり、元気になってきたのだ。しかも癌はどんどん彼の全身に広がり，彼の内臓の器官すべてに移り，今や人間のからだの中に癌があるというよりは、癌が人間の形をしていると言った方が早いと言うような状態になった。
　ついに癌が、患者の全身を占領した日，完全に元気を取り戻した患者は、医者に退院の許可を求めた。
　「まあ、元気なんだから退院したっていいんですがね」⑯医者は首をひねりながら答えた。
　「しかし不思議だなあ。あなたは本当ならもうとっくに⑰死んでなきゃ、いけないんですがねえ」
　「わたしは、それほど不思議とはおもいませんね」患者は健康そうに朗らかな笑いを見せ、医者にいった。「ほら、昔バンパイヤ（吸血鬼）というのがいたでしょう。あの連中は、⑱血を吸い取られることによって永遠の生命を得たのです。わたしも、全身を癌に犯されたため、完全に癌と一体になり、もしかすると、これで永遠の生命を得たのかもしれないのです」
  「ところで、ながい間病人用の食事だったもので、腹が猛烈に減っています。いかがでしょう。この病院の患者の体内から切除した肉腫を――詰まりその癌を、少しゆずっていただけないでしょうか。｣
問14　⑭「申し出た」のは誰か。
1患者 　　  2医者 　　  3悪魔 　　　  4わたし
問15 　⑮「死ぬのは時間の問題」とはここではどのような意味か。
1何時死ぬかわからない      2もうすぐ死ぬ
3死ぬ時間が問題である      4死ぬまで時間がかかる
問16　⑯「医者は首をひねりながら答えた」とあるが，医者の気持ちは次のどれか。
1まだ退院するには早すぎる。
2退院できるぐらい元気なのが不思議である。
3本当は元気ではないので心配である。
4医者のいうことを聞かないので腹立たしい。
問17　⑰「死んでなきゃ、いけない」とはここではどういう意味か。
1死んではいけない         2死ぬべきである。
3死ぬわけにはいかない     4死んでいるはずである
問18　⑱「血を吸い取れること」とあるが，この患者にとって，それは何にあたるか。
1バンパイヤになること    2肉腫である癌に犯されること
3癌患者の生命をうること  4病人用の食事を食べること 

Ⅳ．作文(50点)
テーマ:「あなたは、あなたであればいい」 

注意事項
①普通体で書くこと。
②字数は600～700字とする。
③自身の氏名、出身校を書いてはいけないこと。
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